
桑
名
市
文
化
協
会

今
年
度
の
総
会
で
会
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
非

力
な
私
が
無
事
務
め
ら
れ
る
か
心
配
で

す
が
、
副
会
長
さ
ん
、
理
事
の
皆
様
の

御
協
力
で
こ
の
任
期
を
の
り
切
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
は
協
会
設
立
の
二
十
年
に
あ
た

り
記
念
事
業
と
し
て
、
友
好
都
市
の
新

潟
県
柏
崎
市
の
文
化
協
会
と
の
交
流
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
四
十
余
名

の
会
員
の
参
加
を
得
、
パ
ス
で
雪
の
中

柏
崎
の
地
に
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
文
化

に
ふ
れ
て
、
水
準
の
高
さ
に
皆
一
様
に

平成25年9月20日

第 34 号

桑名市文化協会
桑名市中央町2丁目37
TEL 24-1361 
http://bunkyo-kuwa 

na.Jp 

会
長

L::... 
7 

手口

子

キサ

驚
き
、
感
心
を
し
て
帰
っ
て
参
り
ま
し

た
。今

年
度
は
特
に
例
年
と
は
ち
が
う
行

事
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
副
会

長
が
事
業
毎
に
担
当
者
と
な
り
、
理
事

会
を
通
し
て
例
年
の
よ
う
に
事
業
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。
桑
名
市
民
芸
術
文

化
祭
の
ふ
れ
あ
い
交
流
会
は
、
合
併
に

よ
る
長
島
・
多
度
の
人
た
ち
と
文
化
協

会
の
活
動
を
進
展
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う

と
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

前
会
長
が
心
配
さ
れ
て
い
た
通
り
、

老
齢
化
を
一
因
と
し
て
会
員
数
が
減
少

気
味
で
、
後
継
者
を
育
成
す
る
と
い
う

こ
と
が
急
務
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

ど
の
様
に
す
れ
ば
今
の
若
い
人
た
ち
に

文
化
協
会
の
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
っ

て
、
桑
名
古
来
の
文
化
の
継
承
等
が
出

来
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
現
会
員
の
作
品
の
出

品
者
、
舞
台
で
の
演
者
た
ち
だ
け
で
は
、

丈
化
協
会
の
活
動
は
独
り
よ
が
り
の
も

の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
鑑
賞
に
来

て
下
さ
る
市
民
の
皆
様
方
を
い
か
に
多

く
集
客
し
、
私
た
ち
の
活
動
に
賛
同
し

て
い
た
だ
け
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

も
、
協
会
と
し
て
、
又
一
会
員
と
し
て

も
っ
と
努
力
し
て
い
か
ね
ば
と
思
い
ま

す
。近

隣
の
市
町
の
文
化
協
会
の
活
動
を

参
考
に
す
る
と
い
う
事
も
大
切
な
こ
と

で
す
。
会
員
の
皆
様
方
か
ら
も
色
々
な

活
動
を
提
案
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
思
い
を
大
切
に
し
て
、

会
長
と
し
て
の
任
期
を
務
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
御
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
会
長

西
村
治
生

今
村
和
子
会
長
の
就
任
に
伴
い
副
会

長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

音
楽
部
門
会
で
は
、
設
立
二
十
七
年

目
を
迎
え
る
J
C

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
と
い
う

「
お
や
じ
バ
ン
ド
」
の
一
員
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
今
で
も
週
一
回
の
練

習
日
に
は
仲
間
達
と
語
ら
い
・
歌
い
、

そ
し
て
杯
を
酌
み
交
わ
す
。
そ
れ
が
長

年
音
楽
と
付
き
合
え
た
秘
訣
で
す
。

副
会
長
任
務
と
し
て
は
、
中
山
副
会

長
と
共
に
「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
を
担

当
致
し
ま
す
。
楽
し
く
有
意
義
な
催
し

に
な
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

今
年
還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
諸
先
輩
方
に
育
て
て
頂
い
た
お
返
し

が
僅
か
で
も
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

(1) 



第22田
市民芸術支化祭
プログラム

9/22 (日) 11 演劇の祭典「鉄道員」
( 1 1 時 11 大岨コミュニティプラザ文伽ル
@14暗~

10/6(日) 11 趣昧教養祭
1日目前財ト19崎優柑日時3日分)11 市民将棋大会

桑名市民会館大会議室

10パロ[木)-13(日) 11 日韓友好親善美術展
10日 12時一17時
1 1.1 2日 9時~げ時 11 <国デイアライヴ剛ホ州.4l!
13日 日時-1 日時

10112(土)・ 13(日1
12日 ファッションショ

14ト16時閣場 13時3附
13日作品展示と体政

9時-1 日時

10パ自(土)・20(日)
19日自時一17時
20日 9時-15時

くわコレ'13
桑名市民童館展示室

趣味教養祭
桑名量宕会第描回水石且
メディアライヴ多目的ホール

11/3(日・祝) 11 吟剣詩舞道の祭典 1 
日時30~廿-17時(開場日時 H 桑名市民会館 4時一J レ l 

お茶会
穴華苑ーの閏衰千軍流

離れ嘩遠州流

[鰭展示室、式会韻室 l
， 趣昧教養祭
陪型画、パッチワーク、きもの等
轟名市民会館展示室

小倉百人一首
初ω者かるた取り大会
六草苑ーの閏

1111 O(印 H 音楽のフルコース
13時叶7時(開塩山崎回分) Jl 轟名市民童館小ホーJレ

11/3(目・祝}
10時-15時3口分

11/3(目・祝)・ 4(月彊休)
1 日時-16時

111自(土)・ 10(日1
9日 9時-17時
10日目時-15時

111 10(日)
日時30分-12時30分

一畠h
 

A
W
 一一-臨情事蝿 ]l鰐シ13時-17時[開埴 12崎回分) ス

9JE1{8こ崎旬明 [ 「能(i:親しむ揺と仕舞J l 
員名市民会館大ホ J レ問崎-1 塩崎自白骨) 第27固桑名能楽連盟発表会

桑名市民会館小ホ Jレ J 12/7(土)・日(日) 1r芸能の糊
1112出 lf シャンテ・クレール 7日 13時-1 日時 最高市民会館大ホ J レ

14時間15前日分[醐1晴蹴) 第轟名2市5民固会定館期大演ホ奏ーJ会レ 伺帰 12時30分7
呂田 10時-1 日時

伺帰目崎3日分)
12/ l(目} lf イ引オーリ
14崎~鋼場13時佃jj) 20周年記念コンサート )| 音文公芸民作館品セン掲タ載に設置予定桑名市民会館大ホル 『轟名文協」
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吟
側
担
何
舎
道
小
泉
事
事

芸
能
E

部
門
(
桑
名
市
吟
剣
詩
舞
道
連
盟
)

藤
田
周
作

第
三
十
二
回
時
剣
詩
聾
道
の
祭
典
は
十
一

月
三
一
目
、
桑
名
市
民
会
館
小
ホ1
ル
で
行
わ

れ
ま
す
。
時
剣
詩
舞
道
連
盟
に
加
盟
し
て
い

る
三
百
五
十
余
名
の
全
員
が
、
こ
の
自
の
高

に
日
々
練
習
を
し
て
お
り
ま
す
。

漢
詩
や
和
歌
な
ど
を
時
巴
る
静
時
、
詩
時

に
合
わ
せ
て
勇
ま
し
く
舞
う
剣
舞
、
扇
な
ど

を
使
っ
て
艶
や
か
に
舞
う
詩
舞
が
有
り
ま
す
。

各
流
派
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
場
で

練
曹
に
励
ん
で
居
ら
れ
る
の
で
有
り
ま
す
。

ま
た
特
別
企
画
と
し
て
岳
風
流
桑
名
時

道
会
で
は
「
詩
吟
で
つ
づ
る
源
平
絵
巻
」
と

題
し
て
構
成
時
を
、
閥
心
流
で
は
「
宮
士
山

と
植
う
」
と
題
し
て

構
成
時
を
発
表
し
ま

す
。
富
士
山
は
今
年
、

世
界
文
化
遺
産
に
畳

録
さ
れ
、
世
界
的
に

も
有
名
に
な
り
ま
し

た
。
詩
時
で
も
富
士

山
を
題
材
に
し
た
時

詠
が
多
く
吟
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

関
心
流
は
時
に
合

わ
せ
て
剣
韓
、
和
歌

や
時
詠
に
合
わ
せ
て

詩
舞
も
発
表
し
ま

す
。
岳
風
彰
品
会
も
、

独
時
、
合
時
と
日
頃

練
習
し
た
成
呆
を
発

表
し
ま
す
。
是
非
、

見
て
お
楽
し
み
下
さ

し

桑
名
市
民
芸
構
文
化
祭

「
ふ
れ
あ
い
交
菰
会
」
に
参
和

L
て

芸
能
I

部
門
(
琴
伝
涜
大
正
琴
桑
琴
会
)

清
野
請
子

合
併
を
機
に

旧
墨
名
市
・
長

島
多
度
地
区

町
文
化
交
流
が

始
ま
っ
て
五
年
。

会
場
も
多
度

長
島
と
交
互
で

し
た
が
、
初
め

て
大
山
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
で
聞
か
れ

る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
募
集
か
ら
五
ヵ
月
程
の
準
情
期
間

に
桑
車
会
有
志
六
名
が
手
を
挙
げ
て
、
初
め

て
書
加
さ
せ
て
い
た
だ
え
量
し
た
。

参
加
者
の
自
主
的
な
活
動
を
主
と
し
て

夫
々
役
割
に
つ
く
と
い
う
事
で
、
打
ち
合
わ

せ
段
階
か
ら
交
流
会
に
ふ
さ
わ
し
い
活
発
な

討
論
が
重
ね
ら
れ
、
役
割
分
担
も
含
め
手
作

り
感
の
あ
る
催
し
に
ほ
ほ
え
ま
し
〈
も
あ
り
、

瓦
終
わ
っ
た
あ
と
の
達
成
感
も
十
一
一
分
に
感

巴
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
秋
町
市
民
文
化
祭

で
は
ご
一
緒
で
き
な
い
異
な
っ
た
部
門
の

方
々
と
の
舞
台
作
り
は
新
鮮
で
し
た
。
大
正

専
の
あ
と
は
キ
ッ
ズ
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
終
わ

れ
ば
ハ
ー
モ
ニ
カ
l

ギ
タ
ー
に
着
付
シ
ョ
ー

と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
と
ん
だ
演
技
演
奏
と
な

り
、
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
皆
様
に
も

大
変
楽
し
め
る
舞
台
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
又
、
大
正
翠
で
も
バ
イ
オ
リ
ン
の
弓

を
使
っ
て
い
つ
も
と
は
遣
っ
た
演
奏
を
心
が

け
ま
し
た
が
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
?

こ
の
よ
う
な
地
区
異
部
門
の
ふ
れ
あ
い

交
流
会
に
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

E
A
-
-
白
押
る4去
の
も
れ
謂
い

愚
昧
教
養
部
門

(
=
一
重
県
か
る
た
協
会

一
昨
年
か
ら

小
学
校
の
教
科

書
に
百
人
一
首

が
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な

旬
、
ま
た
百
人

一
首
か
る
た
競

技
を
題
材
に
し

た
ア
ニ
メ
「
ち

は
や
ふ
る
」
が

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
る
な
ど
の
影
響
か
ら
、
全
国
的
に
か
る

た
麓
技
を
始
め
ら
れ
る
方
が
爆
発
的
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
私
ど
も
の
か
る
た
舎
に
も
こ

こ
の
と
こ
ろ
小
学
生
を
中
心
と
し
て
た
く
さ

ん
の
方
が
入
金
さ
れ
る
よ
う
に
な
h

手
品
し
た
。

き
て
、
本
年
も
桑
名
市
民
芸
術
文
化
祭
行

事
と
し
て
、
十
一
月
十
日
(
目
)
、
六
華
苑
一

の
聞
に
て
「
初
心
者
か
る
た
取
り
大
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
三
人
一
組
で

チ
l

ム
を
組
み
、
札
を
取
り
あ
う
も
の
で
、

競
技
か
る
た
の
経
験
な
い
方
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
、

札
を
一
枚
取
る
た
び
に
大
き
な
歓
声
(
悲

鳴
?
)
が
起
き
、
楽
し
く
、
か
つ
真
剣
な
勝

負
が
操
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
方
に
百
人
一
首

か
る
た
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
家
族
、
お
友
達

お
誘
い
・
あ
わ
せ
の
上
、
た
く
さ
ん
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

新
春
六
華
苑
柴
へ
の
お
語
い

型
裏
荒
木
敏
文

十
年
目
を
迎
え
た
「
新
・
聞
E
E
剖
圃
・
・

春
六
華
苑
祭
」
が
一
月
・
F
l
H
u-
-
'
E圃

十
人
十
九
日
の
三
日
・
E
L
閣
闘
幽
・
・

問
、
六
華
苑
の
洋
館
・
・
汁
1
凶
陶
圃
・
ョ

和
館
・
芝
生
広
場
等
を

圃
a

書
=

・

会
場
と
し
て
、
新
春
に

.

.
 
E

E

舗
面
岨
a

ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
・
l

品
置
・

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

-
F
U
H
h
E園
田

文
化
協
会
合
員
の
協
力
・
干
l

u
-
E

の
も
と
、
邦
楽
・
洋
楽

・
『1
L

4
腕
薗
園

美
術
展
・
お
事
会
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
雅
聾

等
で
あ
り
、
多
く
の
来
苑
者
の
皆
様
に
楽
し

ん
で
頂
け
る
内
容
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

大
華
苑
は
、
桑
名
町
実
業
家
諸
戸
清
大
町

邸
宅
と
し
て
、
大
正
三
年
(
一
九
一
三
年
)

に
完
成
し
、
昨
年
は
創
建
百
年
を
迎
え
ま
し

た
。
揖
斐
川
長
且
川
を
望
む
約
一
八O
o
o

d
の
広
大
な
敷
地
に
、
洋
館
・
和
館
・
蔵
な

ど
の
建
造
物
群
と
日
本
庭
園
を
建
設
し
ま
し

た
。
特
に
洋
館
は
、
鹿
鳴
館
の
設
計
者
で
あ

る
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
帯
設
計
を
手
掛

け
て
お
り
ま
す
。
平
成
九
年
に
、
洋
館
・
和

館
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
平
成

十
三
年
に
は
、
日
本
庭
園
が
園
町
名
勝
に
指

定
さ
れ
、
市
民
の
貴
重
な
文
化
遺
産
と
な
り

寺
・1
uれ
ι。

来
苑
者
も
平
成
五
年
六
月
に
開
苑
以
来
、

平
成
二
十
六
年
中
に
は
百
万
人
を
迎
え
る
と

の
と
と
で
、
大
変
喜
ば
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
素
晴
ら
し
い
六
華
苑
を
合
場

と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る
全
員
は
、

幸
せ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

第
十
回
新
春
大
華
苑
祭
は
、
会
員
一
同
の

日
頃
の
精
進
し
た
文
化
事
業
を
披
露
す
る
場

で
あ
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に

ご
来
苑
頂
き
、
桑
名
町
文
化
に
触
れ
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

(3) 



。

桑
名
市
町
観
克
ス
ポ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
『
大
肇

苑
」
の
奥
底
の
一
角
に
件
む
番
蔵
樟
に
お
い
て

「
帯
十
回
記
念
轟
洋
会
・
ア
ト
リ
エ
創
合
同
盤
面

展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
も
連
休
の
最
中

町
回
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
五
目
、
二
元
会
常

在
委
員
の
吉
田
盤
男
先
生
の
教
室
生
徒
二
十
四

名
が
、
各
々
の
モ
チ
ー
フ
で
描
い
た
作
品
四
十

九
点
を
多
く
の
方
に
観
て
頂
き
ま
し
炉
、
。
(
前
一

五
O
O

名
)

ご
承
知
町
通
り
こ
の
六
華
苑
は
、
全
国
的
に

も
有
名
な
文
化
財
で
あ
り
、
来
苑
者
は
全
国
各

地
か
ら
来
て
お
り
ま
す
。
展
覧
会
場
の
番
高
棟

は
、
揮
の
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

会
場
に
惜
え
た
芳
名
録
に
は
、
遣
く
は
関
東

聞
西
方
面
か
ら
の
お
名
前
が
沢
山
見
畳
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
方
々
に
は
、
桑
名
町
文
化

活
動
町
一
捕
を
垣
間
見
て
置
け
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
幸
手
，
。

重
洋
全
・
ア
ト
リ
エ
創
と
も
、
大
山
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
に
骨
い
て
、
毎
月
学
習
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。
洋

画
の
学
習
を
通
じ

桑
名
の
文
化
を
商

め
て
ゆ
く
サ
ー
ク

ル
と
し
て
、
と
れ

か
ら
も
活
動
を
桂

け
て
ま
い
り
ま
す
ロ

絵
画
に
ど
趣
味

の
あ
る
方
は
、
是

非
気
軽
に
の
ぞ
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

桑
名
霊
石

会
第
云
一
十
五
回

水
石
昆
は
五
月

十
一
日
倒
・
十

一
一
日
闘
の
二
日

問
、
会
員
十
二

名
町
出
品
に
よ

る
三
十
人
石
昆

-
Fの
水
石
毘
と
な

り
ま
し
た
。

毎
回
、
く
わ
な

メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ

多
目
的
ホ
ー
ル
に

つ
い
て
は
広
い
ス
ペ
ー
ス
、
天
井
の
商
さ
、
照

明
効
果
等
、
全
て
に
於
て
水
石
展
会
場
と
し
て

藍
っ
て
お
り
、
多
く
の
霊
右
団
体
よ
り
素
晴
ら

し
い
氷
右
展
だ
と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

展
示
石
は
地
元
員
弁
川
石
を
中
心
に
梱
弊
川

石
(
お
ん
ベ
か
わ
せ
き
・
品
開
鹿
市
)
、
伊
勢
鎧
石

と
三
重
県
産
町
出
品
石
が
多
〈
、
飾
り
(
植
出
)

に
つ
い
て
も
高
評
価
で
あ
り
、
桑
名
重
石
会
の

特
色
と
水
石
士
化
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
が
由
来

た
と
思
い
ま
す
。

来
場
者
に
つ
い
て
は
、
案
内
は
が
き
措
送
と
重

好
誌
月
刊
「
霊
右
」
の
催
物
案
内
に
掲
韓
国
き
、

ま
た
、
天
住
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
の
で
、
市
民
町

方
は
も
と
よ
り
、
重
好
団
体
と
し
て
は
車
海
三
県
、

遺
く
は
京
都
、
福
井
県
よ
り
来
て
頂
発
基
F

主
九
。

二
日
間
で
三
五O
名
程
の
方
に
観
覧
調
書
、
桑
名

童
話
会
と
共
に
員
弁
川
石
を
主
に
三
重
県
産
水
石

町
藷
晴
ら
し
さ
を
実
串
頂
け
た
と
且2kい
ま
す
。

今
田
町
桑
名
亜
石
会
第=
I
h五
回
水
石
昆
出

品
石
に
つ
い
て
は
、
全
国
重
好
誌
月
間
コ
愛
石
」

人
月
号
に
二
頁
、
カ
ラ1
掲
載
し
ま
し
た
の
で
桑

名
量
右
会
を
全
国
に
豊
信
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
十
二
日
は
桑
名
市
文
化
協
会
第
二
十
一

回
融
合
が
開
催
さ
れ
、
終
了
桂
水
害
前
会
長
、

今
村
会
長
に
来
場
面
き
有
難
う
醐
座
い
ま
し
た
。

去
る
六
月
二
目
、

桑
名
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
に
て
、
第
十

九
回
歯
奏
会
を
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
回
は
、
男

声
合
唱
団
「
わ
を
ん
」

と
ヴ
ア
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
金
森
圭
司
氏
を
お

招
き
い
た
し
ま
し
た
。

「
わ
を
ん
」
の
方
々

に
よ
る
、
据
伴
奏
男

声
合
唱
の
輔
細
に
し

て
揮
み
の
あ
る
揖
奏
や
青
島
広
志
氏
編
曲
の
担

声
合
唱
曲
『
夜
明
け
の
ス
キ
ャ
ッ
ト
』
で
は
、

遺
明
暗
と
躍
動
瞳
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
堪
能
し

て
い
た
だ
け
た
事
と
存
じ
ま
す
。
可
〆
イ
パ
ル

デ
イ
が
見
た
日
本
町
固
季
』
は
、
名
曲
《
四
季
》

と
『
花
揖
ケ
島
の
両
村
ま
つ
り
ペ
チ
カ
』

か
ら
な
る
組
曲
で
す
ロ
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
と
近
代

歌
曲
が
お
互
い
を
引
き
立
て
る
新
し
い
蘭
曲
。

歌
う
よ
う
に
紡
が
れ
る
美
し
い
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
巴

至
福
の
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
北
の
麗
提
を
風
化
き
せ
ず
エ
ー
ル

を
送
り
続
け
た
い
と
誼
奏
し
た
詩
人
和
合
亮
一

氏
『
静
の
様」に
よ
る
『
つ
ぷ
て
ソ
ン
グ
』
に
は
「
心

を
打
た
れ
ま
し
た
」
「
涙
が
自
然
に
流
れ
ま
し
た
」

と
、
多
く
の
匡
曹
を
い
た
だ
発
量
し
た
。
そ
し
て
、

や
さ
し
い
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
か
ら
、
や
が
て

告
場
全
体
町
大
合
唱
と
な
っ
た
宕
は
咲
く
』
。

届
動
し
ま
し
た
。
「
歌
声
で
人
々
の
心
を
輯
び
、

共
に
歩
も
う
」
と
の
和
合
先
生
の
手
艇
の
言
葉

町
樺
に
、
普
が
一
つ
に
な
れ
ま
し
た
。

私
遣
は
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
一
層
聾
力
を
続

け
ま
す
。
今
桂
と
も
、
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(4) 



美
術
部
門
(
彫
創
会
}

末
魔
英
昭

大
山
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
彫
刻

講
座
を
受
講
し
て
居
ま
す
。
学
校
を
卒
業

後
五
十
年
、
社
会
人
と
し
て
仕
事
一
筋
に

励
ん
で
来
た
私
に
は
、
彫
刻
を
鑑
賞
す
る

機
会
は
あ
り
ま
し
た
が
、
作
品
を
作
る
な

ぞ
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成

二
十
一
年
、
知
人
よ
り
講
座
の
紹
介
を
受

け
て
作
品
制
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

教
室
は
四
日
市
大
学
者
村
寿
夫
先
生
の

指
導
の
も
と
、
十
年
を
超
え
る
先
輩
遣
と

月
一
回
第
四
土
曜
日
に
各
自
の
思
い
で
作

品
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
は
最

初
、
何
を
作
っ
た
ら
良
い
の
か
悩
み
ま
し

た
が
阜
き
先
輩
遠
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
思
い

図書館での出晶

も
よ
ら
ぬ
作
品
が
で
き
、
ま
た
粘
土
作
品

で
は
素
焼
き
か
ら
本
焼
き
す
る
時
、
温
度

に
よ
っ
て
色
彩
が
具
一
な
っ
て
面
白
い
作
品

が
で
き
る
等
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
瓦
、

先
生
の
美
術
の
歴
史
、
電
気
炉
を
使
っ
て

ア
ク
セ
サ
リ
ィ
の
制
作
、
名
古
屋
で
開
催

き
れ
る
国
展
の
鑑
賞
、
三
重
県
の
有
名
な

陶
芸
家
の
窯
元
を
見
学
に
出
掛
け
た
り
し

て
居
ま
す
。

陶
芸
作
品
の
制
作
に
興
味
を
お
も
ち
の

方
、
開
講
日
に
見
学
に
お
越
し
下
さ
い
ロ

新
し
い
感
覚
が
生
ま
れ
楽
し
い
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
作
品
は
桑

名
市
主
催
の
作
品
展
に
出
展
し
入
賞
き
れ

て
い
る
先
輩
違
で
す
。

芸
能
E
部
門
(
年
ナ

岡
本
早
苗

情
熱
の
国
ス
ペ
イ
ン
の
踊
り
と
し
て
知

ら
れ
る
フ
ラ
メ
ン
コ
。
流
浪
の
民
に
よ
る

様
々
な
文
化
の
特
徴
を
伝
え
る
踊
り
と
し

て
ア
ン
グ
ル
シ
ア
地
方
に
根
付
桑
￥
「
レ
た
。

そ
の
土
着
的
・
な
踊
り
が
今
で
は
舞
台
芸
術

と
し
て
の
完
成
度
を
高
め
、
世
界
中
で
多

〈
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
私

た
ち
日
本
人
の
愛
好
家
は
多
く
、
ス
ペ
イ

ン
の
ス
タ
ジ
オ
に
行
け
ば
、
ス
ペ
イ
ン
人

の
次
に
多
い
の
が
日
本
人
的
パ
イ
ラ
オ

l

ラ
(
踊
門
主d
)で
す
。

私
た
ち
の
練
習
は
、
ま
ず
サ
パ
テ
ィ
ア1

ド
(
足
の
打
ち
鳴
ら
し
)
や
腕
の
動
き
の

基
礎
を
し
て
、
次
に
線
習
曲
の

「セ
ピ

ジ
ャ
l

ナ
ス
」
一
世
踊
り
ま
す
。
そ
の
後
ク

ラ
ス
毎
の
課
題
曲
に
入
り
、
曲
種
に
よ
っ

て
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
や
帽
子
・
扇
・
マ
ン
ト

な
ど
を
使
っ
て
踊
り
ま
す
。

フ
ラ
メ
ン
コ
の
魅
力
は
、
憂
い
を
帯
び

た
唄
、
ギ
タ
1

伴
奏
の
ラ
ス
ケ
ア
1

ド
(
か

き
鳴
ら
し
)
と
、
独
特
で
複
雑
な
リ
ズ
ム

を
足
で
打
ち
鳴
ら
し
て
踊
る
踊
り
と
が
即

興
的
に
合
わ
さ
っ
て
醸
し
出
き
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
あ
り
ま
す
。
生
演
奏
の
ギ
タ
ー

や
唄
に
楽
譜
は
あ
り
ま
せ
ん
ロ
テ
ン
ポ
も

そ
の
時
々
に
よ
ヲ
て
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

一
歩
合
わ
な
け
れ
ば
踊
り
も
止
ま
ヲ
て
し

ま
う
、
息
を
合
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
情
熱

を
表
現
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
の
基

礎
技
術
と
表
現
力
を
磨
く
た
め
に
私
た
ち

は
レ
ッ
ス
ン
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
桑
名
市
民
芸
術
文
化
祭
に
て

ス
テ
ー
ジ
発
表
一
を
し
ま
し
た
ロ
見
て
い
た

だ
く
皆
様
に
私
た
ち
の
情
熱
が
少
し
で
も

伝
わ
れ
ば
と
思
い
こ
れ
か
ら
も
研
錯
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

(5) 



J
h
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義
宅
守
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物
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向

3

狐
師
町
赤
須
賀
S

桑
名
旧
市
内
東
部
の
揖
斐
川
沿
い
に

赤
須
賀
と
い
う
撫
業
の
町
が
あ
り
ま

す
。
平
成
二
十
二
年
開
館
の
「
は
ま
ぐ

り
プ
ラ
ザ
」
の
名
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
江
戸
時
代
か
ら
蛤
ほ
か
貝
類
を
採

取
す
る
祖
業
や
白
魚
甑
が
盛
ん
で
、
江

戸
時
代
中
期
に
編
纂
さ
れ
た
「
久
波
奈

名
所
圃
曾
」
に
も
「
白
魚
は
城
東
赤
須

賀
に
て
製
し
て
上
品
な
り
、
年
ご
と
に

関
東
へ
御
献
上
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
須
賀
と
い
う
名
は
、
近
隣
に
も

天
カ
須
賀
・
白
須
賀
、
全
国
的
に
も
横

須
賀
ほ
か
多
数
あ
り
、
洲
で
あ
る
筒
所

す
な
わ
ち
海
岸
の
意
味
で
す
が
、
「
赤
」

と
は
ど
う
い
う
意
味
合
い
で
し
ょ
う

か
。
古
来
海
は
青
い
、
浜
は
白
い
と
表

現
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
赤
と
い
う
こ

と
は
地
が
新
し
い
、
或
い
は
魚
介
類
が

豊
富
で
あ
る
の
形
容
か
と
思
わ
れ
ま

す
。赤

須
賀
神
明
社
由
緒
書
き
に
よ
り
ま

す
と
、
室
町
時
代
永
禄
四
年
(
一
五
六

一
)
三
河
国
額
田
郡
市
場
村
(
現
在
の

愛
知
県
幸
田
町
)
か
ら
渡
来
し
た
十
族

の
武
将
た
ち
が
流
れ
着
い
た
の
は
桑
名

赤
須
賀
の
地
で
、
抽
出
業
を
始
め
た
と
こ

ろ
、
江
戸
時
代
慶
安
四
年
(
一
六
五
一
)

社
会
文
化
部
門

(
個
人
会
員
)

大
河
内

}告

こ
の
地
が
武
家
屋
敷
地
に
引
き
込
ま
れ

元
赤
須
賀
と
な
り
、
赤
須
賀
漁
民
は
赤

須
賀
新
田
(
現
在
の
地
蔵
)
へ
移
住
、

そ
し
て
更
に
ま
た
そ
の
六
十
年
後
、
現

在
の
猟
師
町
赤
須
賀
街
区
を
開
発
し
て

再
度
移
住
し
ま
し
た
。

今
年
平
成
三
十
五
年
は
そ
の
赤
須
賀

神
明
社
が
三
河
固
よ
り
移
遷
さ
れ
て
か

ら
四
五
O
年
で
、
桑
名
市
街
の
石
取
祭

と
並
ぴ
江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

赤
須
賀
神
明
社
の
石
取
祭
は
本
年
慶
祝

四
五
O
年
記
念
行
事
と
位
置
づ
け
て
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
月
1

日
現
在
(
五
十
音
順
)

重
誠
会

病

院
様

山

崎

お
菓
子
処

「

和

様

力

ネ

株

式
会
社
様

ソ

ウ

株
式
会
社

株
式
会
社

ケ
イ
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
様

鉄

工

所
様

山

王

株
式
会
社

株
式
会
社

和
様

水
谷
精
機
工
作
所
様

東

株
式
会
社

レ
イ
・
ス
テ
ジ
桑
名
様

桑

信

金

庫
撞

名

用

在
日
本
大
韓
民
国
民
国
一
重
県
轟
名
支
部
様

水

中
央
不
動
産
株
式
会
社
様

茶
道
具

山

園

様

辻
内
鋳
物
鉄
工
株
式
会
社
様

兎

堂
様

月

花

新

江

場

中

店
様

花

舎
様

乃

光

精重

株
社
様

精
機
株
式
会
社
様

工

式

A 
E 

森
田
フ
ド
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
様

有
限
会
社
茂
樺
茶

(6) 

相
私
自
慢
、
今
年
宅
えt
・
ス
ポ
ー
ツ
・

食
世
申
執
が
到
卑
し
ま
し
た
.
九
月
か

ら
恒
桐
由
事
情
文
t
帯
が
予
定
さ
札
、

轟
台
部
門
・
展

一甲
部
門
で
a
p，
、
四
苦
鞠
、

昨
品
事
を
拝
且
で
宮
そ
ヨ
で
す
.
骨
は

そ
の
発
患
に
向
廿
て
取
組
み
、
活
動
が

活
曹
に
な
さ
批
て
い
る
噴
ι

足
わ
札
ま

す
。
そ
ヨ
い
ヨ
活
動
の
一
曹
を
吉
毘
で

お
報
せ
し
、
そ
れ
ら
由
者
動
へ
由
理
揮

を
深
め
、
ひ
い
τ

は
活
動
が
活
発
t
し
、

拡
え
曹
展
し
τ
、
品
名
市
町

I
t
活
動

が
飛
車
を
す
札
ぱ:
ι

白
暗
い
を
乙
め

τ
お
届
け
致
し
ま
す
.

(
菅
原
真
追
)

e
aぜ
為
ぽ
柄、
亀
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